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	スライド 2: シェイクアウト訓練 聴きなれないですが、米国加州で開発された市民参加型災害対策訓練です。 私たちも小学校時代に体験されている方が多いと思います。〈次頁図説参照〉 具体的な訓練の方法は至ってシンプルで、だれにでも簡単に行動に移せます。災害発生の時間を予め定め、地域内でのシェイクアウト訓練実施を目指しましょう。 
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	スライド 4: 安否確認（目印ナシ世帯訪問）訓練と緊急通報  〇目印有り世帯は目視確認のみで、その数の収集は一切不要（全体の世帯数から訪問世帯数の差引きで自動的に算出可能）です 〇目印ナシ世帯を実際に訪問し、応答あり（在宅）、応答ナシ（不在または訳あって応答なし）の数を集計します 〇各世帯の集計結果を集計場所に報告 〇報告結果、特に、応答ナシの世帯を正確に把握しておきます（住宅地図や会員住民の名簿に記載しておくことをお勧めします） 〇上記結果「目印有、目印ナシ在宅確認、目印ナシ応答ナシ」の別を、地区災害対
	スライド 5: 避難移動訓練  〇住民各自で所定の避難所へ移動することが基本ですが、災害本番では避難ルートの安全も保証されていません。是非一時（いっとき）避難場所を予め設定し、そこから隊列を組んでの避難移動訓練にも挑戦しましょう 〇住民は避難所体育館を目指すのではなく、先ずは校庭を住民避難場所にしましょう。柏市の指定避難所は体育館でなく校庭です。体育館等の屋内施設は、在宅避難が困難な世帯の一時滞在先となります（住民に誤った理解がないよう、そのあたりもしっかり住民周知をしましょう） 〇Kネット登録者のケアを
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